
 令 和 ４ 年 度  第 ２ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 Ａ Ｉ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １５時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ５ 時 ４ ０ 分 １ ６ 時 ２ ０ 分 １ ７ 時 ０ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ｈ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５ ５ ５ ５ ５ Ｈ － 7 ～ 10 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ Ｈ － 11 ～ 16 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

 [記入例]  受験番号  ０３Ｈ９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
              
 
 
 
 
 
 
 

 

５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は１１月３０日１０時以降の予定です。 

合否の検索は１２月１９日１４時以降可能の予定です。 
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Ｈ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、 (ア) オームである。 (５点)

① ２ ② ３ ③ ４ ④ ５ ⑤ ６

図１

(２) 図２に示す回路において、回路に流れる全交流電流Ｉが５アンペアであるとき、端子ａ－ｂ

間の電圧は、 (イ) ボルトである。 (５点)

① ６ ② ９ ③ １２ ④ １５ ⑤ １８

図２

(３) 正弦波交流回路において、電圧の実効値をＥボルト、電流の実効値をＩアンペア、電流と電

圧の位相差をθラジアンとすると、無効電力は、 (ウ) バールである。 (５点)

① ＥＩsinθ ② ＥＩ(１－sinθ) ③ ＥＩ

④ ＥＩcosθ ⑤ ＥＩ(１－cosθ)

(４) 正弦波交流における電圧の実効値Ｖと、電圧の最大値Ｖ との間には、Ｖ＝ (エ) の関ｍ

係がある。 (５点)

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍＶ Ｖ ２Ｖ Ｖ Ｖ
① ② ③ ④ ⑤

２π ２ π ２ π

Ｒ１＝１

ａ

ｂ

Ｒ２＝３

Ｒ３＝３ Ｒ４＝９

Ｒ５＝６

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

ａ ｂ

Ｒ＝４

Ｉ＝５

Ｘ  ＝３

Ａ

Ω

ΩＬ



Ｈ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体に電界を加えたとき、半導体中の正孔や自由電子が電界から力を受けて移動する現象

は、 (ア) といわれる。 (４点)

① 拡 散 ② ドリフト ③ 整 合 ④ リプル

(２) 図に示すトランジスタ回路において、Ｖ を５.３ボルト、ベース－エミッタ間の電圧降下Ｂ

Ｂを１.３ボルトとするとき、コレクタ電流Ｉｃを５ミリアンペア流すためには、ベース抵抗Ｒ

は、 (イ) キロオームにする必要がある。ただし、直流電流増幅率ｈ は２５とする。ＦＥ

(４点)

① ２０ ② ２５ ③ ３０ ④ ３５ ⑤ ４０

(３) ダイオードの特性について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ダイオードに逆方向電圧を加えると、この電圧がある値以下ではダイオードの内部抵抗が

大きいため、ほとんど電流は流れない。

Ｂ ダイオードに加える逆方向電圧を徐々に増加させていくと、ある値を超えたところで急激

に大きな電流が流れる。これは降伏現象といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 記憶素子を構成する基本単位であるメモリセルがＭＯＳトランジスタ１個とコンデンサ１個

から構成され、コンデンサに電荷があるときは１、電荷がないときは０として記憶される半導

体メモリは、 (エ) といわれる。 (４点)

① ＭＲＡＭ ② ＳＲＡＭ ③ ＲＯＭ ④ ＤＲＡＭ

(５) ある特定の用途のために設計、製造された集積回路は、一般に、 (オ) といわれ、ゲー

トアレイなどがある。 (４点)

① ＣＭＯＳ ② ＡＳＩＣ ③ ＶＬＳＩ ④ ＣＣＤ ⑤ ＨＥＭＴ

IＣ

IＢＢＲ

ＶＢ

ＶＣ

ＲＣ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

図１、図２及び図３の斜線部分を示すそれぞれの論理式の論理和は、 (ア) と表すことが

できる。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ② (Ａ＋Ｂ＋Ｃ)･Ａ･Ｂ･Ｃ

③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ＋Ｂ＋Ｃ ④ (Ａ＋Ｂ＋Ｃ)＋Ａ･Ｂ･Ｃ

⑤ (Ａ＋Ｂ＋Ｃ)･Ａ＋Ｂ＋Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す２進数の Ｘ ～Ｘ を用いて、計算式(加算) Ｘ ＝ Ｘ ＋Ｘ ＋Ｘ からＸ を求め、１ ３ ０ １ ２ ３ ０

２ 進数で表示し、Ｘ の先頭から(左から)２番目と３番目と４番目の数字を順に並べると、０

(イ) である。 (５点)

① ００１ ② ０１０ ③ ０１１ ④ １１０ ⑤ １１１

２進数

Ｘ ＝ １０１００１１

Ｘ ＝ １１０１０２

Ｘ ＝ １０１０３

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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(３) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力Ａ及びＢから

出力Ｃの論理式を求め変形し、簡単にすると、Ｃ ＝ Ａ＋Ｂ で表される。 (５点)

図４

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① １ ② Ｂ･Ｃ ③ Ａ＋Ｂ･Ｃ ④ Ａ＋Ｂ･Ｃ

⑤ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

入力Ｂ

入力Ａ
出力ＣＭ

① ② ③ ④ ⑤
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電圧が (ア) ミリボルト、その伝送損失が１キロ

メートル当たり０.９デシベル、増幅器の利得が３８デシベルのとき、電圧計の読みは、５５０

ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力イ

ンピーダンスは全て同一値で、各部は整合しているものとする。 (５点)

① ３.９ ② ６.５ ③ ３３ ④ ３９ ⑤ ６５

図１

(２) 無限長の一様線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス (イ) 。

(５点)

１① と等しい ② の逆数である ③ の である ④ の２倍である２

(３) 図２に示すように、特性インピーダンスがそれぞれ６５０オームと (ウ) オームの通信

線路を接続して信号を伝送すると、その接続点における電圧反射係数は、－０.３となる。

(５点)

① ３５０ ② ４５５ ③ ６００ ④ ８４５ ⑤ ９５５

図２

(４) 電力線からの誘導作用によって通信線に誘起される誘導電圧には、電磁誘導電圧と静電誘導

電圧がある。このうち電磁誘導電圧は、一般に、電力線の (エ) に比例する。 (５点)

① 抵 抗 ② インダクタンス ③ 電 圧 ④ 電 流

電圧計

３：５

発振器 電気通信回線

巻線比 終端抵抗

変成器２０ kｍ

増幅器

Ｖ

伝送方向
接続点

６５０〔Ω〕 〔Ω〕(ウ)
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 搬送波として連続する方形パルスを使用し、入力信号の振幅に対応して方形パルスの幅を変

化させる変調方式は、 (ア) といわれる。 (４点)

① ＰＮＭ ② ＰＷＭ ③ ＰＣＭ ④ ＰＰＭ ⑤ ＰＡＭ

(２) 伝送周波数帯域を複数の帯域に分割し、各帯域にそれぞれ別のチャネルを割り当てることに

より、複数の利用者が同時に通信を行うことができる多元接続方式は、 (イ) といわれる。

(４点)

① ＴＤＭＡ ② ＣＳＭＡ ③ ＳＤＭＡ ④ ＦＤＭＡ

(３) デジタルフィルタを用いてアナログ信号から特定の周波数帯域の信号を取り出す場合、フィ

ルタの精度を上げるためには、アナログ信号をデジタル信号に変換するときに、 (ウ) 必

要がある。 (４点)

① 量子化ステップの幅を小さくする ② サンプリング周波数を低くする

③ 量子化ステップの幅を大きくする ④ リング変調器を通す

⑤ 高域通過フィルタを通す

(４) アナログ信号の伝送において生ずる減衰ひずみについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

(４点)

Ａ 減衰ひずみは、伝送路における信号の減衰量が周波数に対して一定でないために生ずるひ

ずみである。

Ｂ 音声回線における減衰ひずみが大きいと、鳴音が発生したり反響が大きくなるなど、通話

品質の低下の要因となる場合がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) デジタル信号の伝送系における品質評価尺度の一つに、測定時間中のある時間帯にビットエ

ラーが集中的に発生しているか否かを判断するための指標となる (オ) がある。 (４点)

① ％ＥＳ ② ＢＥＲ ③ ＭＯＳ

④ ＣＲＣエラー ⑤ ランダムエラー
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 送受器を用いた通話において、送話器から入った送話者自身の音声や室内騒音などが、通話

回路を経て受話器から自分の耳に聞こえる (ア) が大きいと、自分の声を小さくしたり、

相手の声が聞き取りにくくなるなど、通話が不自然になる。 (４点)

① 鳴 音 ② 側 音 ③ 反 響 ④ 共 鳴

(２) 電子式ボタン電話装置の主装置とボタン電話機間において、ボタン押下情報、ランプ点滅情報

などの制御情報のやり取りは、デジタル信号を用いた制御情報を多重化し、 (イ) を通し

て行っている。 (４点)

① ＮＩＣ回路 ② 加入者線 ③ ダイヤル送出回路 ④ データ線

(３) アナログ伝送路に接続されたデジタルボタン電話装置の外線対応部は、一般に、外線側から

(ウ) の呼出信号を検出すると、中央制御部に対し着信処理開始のための通知を行う。

(４点)

① １６ヘルツ ② ４００ヘルツ ③ ８００ヘルツ ④ 直流ループ

(４) デジタル式ＰＢＸは、メモリに記憶されたソフトウェアに基づく制御に従って通話路系を駆

動することにより、通話路の (エ) などを行っている。 (４点)

① ２線－４線変換 ② 分 割 ③ 極性反転 ④ 設定や解放

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースに接続されているグループ４(Ｇ４)ファクシミリ装

置では、送受器を上げると、 (オ) から送受器に発信音が送出される。 (４点)

① ファクシミリ装置 ② 加入者線交換機

③ ＭＯＤＥＭ ④ デジタル式ＰＢＸ

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける参照点の一つであるＲ点は、アナログ端末

などの非ＩＳＤＮ端末を、 (ア) を介して網に接続するための参照点として定義されている。

(４点)

① ＴＡ ② ＴＥ１ ③ ＴＥ２ ④ ＮＴ１ ⑤ ＮＴ２

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１では、複数の端末が一つのＤチャネルを

共用するため、アクセスの競合が発生することがある。Ｄチャネルへの正常なアクセスを確保

するための制御手順として、一般に、 (イ) といわれる方式が用いられている。 (４点)

① ＣＤＭＡ ② ＦＣＳ ③ エコーチェック ④ フラグシーケンス
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(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ２では、バス配線に接続されている

一つ又は複数の端末を識別するために、 (ウ) が用いられる。 (４点)

① ＨＤＬＣ ② ＴＥＩ ③ ＰＩＮ ④ ＳＡＰＩ

(４) 図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの回線交換呼における呼設定からデータ転送

までの一般的な呼制御シーケンスを示したものである。図中のＸは (エ) チャネルを使用

して通信が行われる。 (４点)

① ６４キロビット／秒のＢ ② ３２キロビット／秒のＢ

③ １６キロビット／秒のＤ ④ ３２キロビット／秒のＤ

(５) １.５メガビット／秒方式のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースでは、１フレーム

(１９３ビット)を２４個集めて１マルチフレームを構成していることから、２４個のＦビット

を活用することができる。このＦビットは、 (オ) 、ＣＲＣビット誤り検出及びリモート

アラーム表示に使用されている。 (４点)

① バイト同期 ② Ｄエコーチャネルビット ③ フレーム同期

④ サブアドレス表示 ⑤ Ｄチャネル同期用フラグ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ある事業所において、ある１日の発着信総呼数が (ア) 呼、最繁時における発着信呼数

が９０呼である場合、最繁時集中率は、１５パーセントである。 (４点)

① １４４ ② ３２４ ③ ６００ ④ １,３５０

(２) 出回線数が８回線の交換線群において、運ばれた呼量が２.８アーランであったとき、出線

能率は (イ) となる。 (４点)

① ０.３５ ② ０.６５ ③ ２.９ ④ ２２

(３) ある回線群に加わった呼量がａアーラン、呼損率がＢのとき、この回線群で運ばれた呼量は、

(ウ) アーランである。 (４点)

１－Ｂ ａ Ｂ① ② ③ ④ ａ×(１－Ｂ)ａ １－Ｂ ａ

発信端末 ＩＳＤＮ交換網 着信端末

データ転送Ｘ
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(４) 攻撃者が攻撃元を特定させないために自身のＩＰアドレスを隠蔽し、偽の送信元ＩＰアドレ

スを設定したパケットを生成して送りつける手法は、一般に、 (エ) といわれ、不正侵入

の手口として使われることがある。 (４点)

① 辞書攻撃 ② バッファオーバフロー ③ ＩＰスプーフィング

④ 標的型攻撃 ⑤ ＩＰマスカレード

(５) 三者間認証では、一般に、認証請求者と検証者との間で認証を行うために認証局から発行さ

れた (オ) を利用する。 (４点)

① パスワード ② デジタル証明書 ③ アカウント情報

④ ＩＤ ⑤ 適合認定書

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＰＢＸ設置工事において、主装置の筐体に施す保安用接地の主な目的は、 (ア) 防止で
きょう

ある。 (４点)

① 感電の危険 ② 電位の変動 ③ 静電気の帯電 ④ 電食の発生

(２) 電話配線工事において、ケーブル引き出し時にケーブルの損傷を防止するため、一般に、

フロアボックスの引き出し口の配管の先端に (イ) を取り付ける方法が用いられる。

(４点)

① 配線リング ② ブッシング ③ 撚り返し金物 ④ フリーレット
よ

(３) 図に示す、ＪＩＳ Ｃ ０３０３：２０００構内電気設備の配線用図記号に規定されている電

話・情報設備の壁付複合アウトレット内の各器具を示している図記号について述べた次の記述

のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

① 矢印Ａで示すものは、直列ユニットである。

② 矢印Ｂで示すものは、情報用アウトレットである。

③ 矢印Ｃで示すものは、通信用アウトレットである。

④ 矢印Ｄで示すものは、非常用コンセントである。

(４) デジタルボタン電話装置の設置工事などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

(４点)

Ａ 主装置内のユニットを引き抜く場合、かん合部分を外すため、ユニットに付いている挿抜

用つまみを持って、上下左右に揺らしながら引き抜くことが望ましいとされている。

Ｂ 主装置内の複数のユニットを挿抜する場合、引き抜いたユニットは、再度挿入するときの

挿入順序を誤らないようにするために、静電気の発生しにくい絶縁シートの上に積み重ねて

置くことが望ましいとされている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

ＣＡ Ｂ Ｄ
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(５) ビル内の電話配線方式のうち、床スラブ内に埋設された金属ダクトを使用し、一定間隔で配

線取出し口を設けるものは、 (オ) 方式といわれる。 (４点)

① バスダクト ② フロアダクト ③ セルラダクト ④ 簡易二重床

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル式ＰＢＸの設置工事などで用いられる測定器のうち、 (ア) は、回路を切断す

ることなく回路に流れる電流を測定することができる。 (４点)

① クランプメータ ② 静電型テスタ

③ 可動コイル型メータ ④ 圧電型検出器

(２) デジタル式ＰＢＸにおける工事試験について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。(４点)

Ａ ラインロックアウト試験では、内線番号を途中までダイヤルして一定時間以上放置したと

きに、ＰＢＸから話中音などの送出が正常に行われた後、ロックアウト状態になることを確

認する。

Ｂ ページング試験では、内線電話機から特殊番号をダイヤルすることなどにより放送設備に

接続され、内線電話機からの音声がスピーカから聞こえることを確認する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・マルチポイント構成で

配線上の全長にわたって任意の点にＴＥを接続できるのは、 (ウ) 配線を用いる場合であ

る。 (４点)

① 延長受動バス ② 短距離受動バス ③ ループ ④ リング

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・ポイント構成の場合、

配線ケーブルに接続されているモジュラジャックとＴＥ間には、最長 (エ) メートルまで

の長さの延長接続コードを用いることができる。 (４点)

① １ ② ５ ③ １５ ④ ２５

(５) 図に示す、工程管理などに用いられるアローダイアグラムにおいて、作業を１日遅らせても

クリティカルパスの所要日数に影響を及ぼさない作業は、 (オ) である。 (４点)

① 作業Ｃ ② 作業Ｄ ③ 作業Ｅ ④ 作業Ｆ

５日６日 １日

１０日

１ ２ ６５

６日
３

４日

作業Ａ

作業Ｂ

作業Ｆ作業Ｃ

作業Ｅ

作業Ｇ
４

作業Ｄ

８日
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信設備とは、電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設備を

いう。

② 電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及び

これと一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備をいう。

③ 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であって専用役務

以外のものをいう。

④ データ伝送役務とは、専ら符号又は影像を伝送交換するための電気通信設備を他人

の通信の用に供する電気通信役務をいう。

(２) 電気通信事業法に規定する｢業務の改善命令｣及び｢重要通信の確保｣について述べた次の二つ

の文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 総務大臣は、電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないと認

めるときは、当該電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必

要な限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる。

Ｂ 電気通信事業者は、重要通信の円滑な実施を他の電気通信事業者と相互に連携を図りつつ

確保するため、他の電気通信事業者と電気通信設備を相互に接続する場合には、総務省令で

定めるところにより、重要通信の優先的な取扱いについて取り決めることその他の必要な措

置を講じなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業法の｢自営電気通信設備の接続｣において、電気通信事業者は、自営電気通信設

備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受けたとき、その自営電気通信設備を接続

することにより当該電気通信事業者の電気通信回線設備の (ウ) が経営上困難となること

について当該電気通信事業者が総務大臣の認定を受けたときは、その請求を拒むことができる

と規定されている。 (４点)

① 更 改 ② 保 持 ③ 保 全 ④ 改 造

(４) 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付

を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は

(エ) に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

(４点)

① 実 地 ② 確 実 ③ 誠 実 ④ 厳 格
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(５) 電気通信事業法に基づき、 (オ) のため緊急に行うことを要するその他の通信として総

務省令で定める通信には、火災、集団的疫病、交通機関の重大な事故その他人命の安全に係る

事態が発生し、又は発生するおそれがある場合において、その予防、救援、復旧等に関し、緊

急を要する事項を内容とする通信であって、予防、救援、復旧等に直接関係がある機関相互間

において行われるものがある。 (４点)

① 治安の維持 ② 安全の確保 ③ 社会の安定化 ④ 公共の利益

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の二つの文章

は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工

事のうち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監督

することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工事のうち、

総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに限る工事を行い、又は監督す

ることができる。

Ｂ 第一級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための

工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督する

ことができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の交付｣及び｢資格者証の返納｣について述べた次の二つ

の文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術の向上

を図るように努めなければならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から１０日以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者

証を発見したときも同様とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する、端末機器の技術基準適合認定番号

について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (４点)

① アナログ電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最

初の文字は、Ａである。

② 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号

の最初の文字は、Ｂである。

③ 専用通信回線設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ｄである。

④ インターネットプロトコル電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準

適合認定番号の最初の文字は、Ｅである。
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(４) 有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用を規律し、有線電気通信に関する

(エ) することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。 (４点)

① 利用を促進 ② 公平な競争を促進 ③ 秘密を保護 ④ 秩序を確立

(５) 総務大臣は、有線電気通信設備を設置した者に対し、その設備が有線電気通信法の規定に基

づく政令で定める (オ) に適合しないため他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与え、

又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えると認めるときは、その妨害、危害又は

損傷の防止又は除去のため必要な限度において、その設備の使用の停止又は改造、修理その他

の措置を命ずることができる。 (４点)

① 技術基準 ② 安全規格 ③ 品質規格 ④ 要求仕様

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として

音声の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

② 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接

続において基地局を使用するものをいう。

③ アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいて２線式の接続形式で接続されるものをいう。

④ 総合デジタル通信端末とは、端末設備であって、総合デジタル通信用設備に接続さ

れるものをいう。

(２) 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事業

用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。分界点における接続の方式は、端末

設備を (イ) ごとに事業用電気通信設備から容易に切り離せるものでなければならない。

(４点)

① 故障箇所 ② 配線設備 ③ 回線種別 ④ 電気通信回線

(３) 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な (ウ) が発生することを防止

する機能を備えなければならない。 (４点)

① 近端漏話 ② 反響音 ③ 誘導雑音 ④ 音響衝撃

(４) 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する線路及び保安器その他の機

器と強電流電線との関係については、 (エ) の規定に適合するものでなければならない。

(４点)

① 有線電気通信設備令 ② 事業用電気通信設備規則

③ 電気通信事業法施行令 ④ 電気通信事業法施行規則
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(５) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備 ｣について述べた次の二つの文章は、

(オ) 。 (４点)

Ａ 使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に信号の送信レベルを変
きょう

更することができないこと。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りで

ない。

Ｂ 総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別

するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有

すること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末は、自動的に選択信号を送出する場合にあっては、 (ア) から３秒以

上経過後に選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、電気通信回線からの

発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この限

りでない。 (４点)

① 信号極性を反転して ② 直流回路を閉じて

③ 直流回路を開いて ④ 交流回路を開いて

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① ダイヤル番号は、低群周波数及び高群周波数の中からそれぞれ一つを選び、これら

二つの周波数の組合せで規定されている。

② 信号周波数偏差は、信号周波数の±１.５パーセント以内でなければならない。

③ ミニマムポーズは、３０ミリ秒以上でなければならない。

④ 周期は、５０ミリ秒以上でなければならない。

(３) アナログ電話端末であって、通話の用に供するものは、電気通信番号規則に掲げる緊急通報

番号を使用した警察機関、 (ウ) 機関又は消防機関への通報を発信する機能を備えなけれ

ばならない。 (４点)

① 海上保安 ② 報 道 ③ 災害救助 ④ 気 象

(４) アナログ電話端末の｢漏話減衰量｣及び｢直流回路の電気的条件等｣について述べた次の二つの

文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 複数の電気通信回線と接続されるアナログ電話端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

Ｂ アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 総合デジタル通信端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合

にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合呼設定メッセージ送出終了後２分以

内に (オ) を送出する機能を備えなければならない。 (４点)

① 選択信号 ② 通信終了メッセージ

③ 切断信号 ④ 呼切断用メッセージ

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 高周波とは、周波数が３,５００ヘルツを超える電磁波をいう。

② 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)とが保守作業、災害復旧作業などに

より最も接近した場合におけるこれらの物の間の距離をいう。

③ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器(これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。)をいう。

④ 支持物とは、電柱、支線、つり線その他電線又は強電流電線を支持するための工作

物をいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線の支持物｣及び｢架空電線と他人の設置した架空電線

等との関係｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上１.８メートル未満

の高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 架空電線は、総務省令で定めるところによらなければ、架空強電流電線と同一の支持物に

架設してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する高圧とは、直流にあっては７５０ボルトを、交流に

あっては６００ボルトを超え、 (ウ) ボルト以下の電圧をいう。 (４点)

① ６,０００ ② ７,０００ ③ ３５,０００ ④ ６０,０００

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、 (エ) とは、電気通信回線に接続し

ている電子計算機(以下｢特定電子計算機｣という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行うもの

に限る。)につき当該特定電子計算機の動作を管理する者をいう。 (４点)

① ネットワーク管理責任者 ② セキュリティ管理者

③ 情報システム管理責任者 ④ アクセス管理者
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(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電磁的記録であって情報を表すために作成さ

れたもの(公務員が職務上作成したものを除く。)は、当該電磁的記録に記録された情報につい

て本人による電子署名(これを行うために必要な符号及び物件を適正に管理することにより、

本人だけが行うことができることとなるものに限る。)が行われているときは、 (オ) する

と規定されている。 (４点)

① 真正に成立したものと推定 ② 適正に認証されたと判断

③ 作成者本人であることを証明 ④ 内容を公的に保証



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 

 
 


